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兵頭 明夫 獨協医科大学埼玉医療センター�

藤中 俊之 大阪医療センター 脳神経外科�

松丸 祐司 筑波大学 脳神経外科、脳卒中予防医学講座�

松本 康史 広南病院 血管内脳神経外科�

宮地 茂  愛知医科大学 脳血管内治療センター�

吉村 紳一 兵庫医科大学 脳神経外科�

研究代表者 
主任施設の名称：神戸市立医療センター中央市民病院脳神経外科 

研究責任者：坂井信幸 

問い合わせ先 

信州大学医学部附属病院 脳血管内治療センター 

センター長 小山淳一 

住所：松本市旭 3 丁目 1-1 

電話：0263-37-2690 

 

既存の診療記録、検査結果を研究、調査、集計しますので、新たな診察や検査、検体の

採取の必要はありません。 

 

利用する情報からは、患者様を直接特定できる個人情報を削除し、主任施設である神戸

市立医療センター中央市民病院脳神経外科に提供します。 

研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表しますが、そ

の際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明

な点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。ただし、

同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表されていた場

合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を廃棄で

きないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


